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肥料になることを目的に、青々とした
状態で新鮮なまますき込む植物のこ
と。たくさんの役割が期待できる（こ
の本では主に①～④を扱う）。

①すき込まれて肥料になる
すき込んだ茎葉などのチッソや炭素、その他の
養分が作物に吸われる。マメ科であれば、根粒
菌によるチッソ固定も期待できる。

⑦天敵を呼ぶ
混植、混作、障壁に使った場合、主
作物のおとりとして害虫を呼び寄せ
たり、その天敵を呼び寄せることで
主作物を守る（バンカープランツ）。

②土をよくする
すき込んだ生の茎葉のために微
生物が殖え、腐植が形成された
り、根の周りに孔隙ができたりし
て、団粒構造が形成される。

③土壌病害・センチュウ害を防ぐ
根圏で有用微生物を殖やすほか、病害・センチュウ害など
を特異的に抑える品種もあり、次作の作物への感染を防ぐ。
  しくみはいろいろ。たとえば――
・根から殺虫物質を分泌する
・センチュウを根に侵入させるが、成熟・産卵はさせない
・残渣の分解時に殺虫・殺菌効果のあるガスを出す

⑥風よけになる
背が高く茎の太いソルゴーなどを、
畑の周りに植えると効果が高い。農
薬散布時のドリフト防止にもなる。

⑤景観保全・グラウンドカバー
きれいな花を咲かせる緑肥も多い。

畑に有機物を入れるとき、堆肥は運搬
や散布が大変だが、緑肥はタネを播く
だけなのでラク。大面積でも、小さな
手間で土づくりができる。

荒れ地に播けば、雑草を抑え、
土壌流亡を防ぐ。

雑草種子

耕盤

このほか、集積した塩類を吸い
上げる「除塩」効果や、アレロ
パシーによる雑草抑制効果など
も期待できる。

④透水性・排水性をよくする
根が深く張る緑肥（セスバニアなど）は、
かたい耕盤を突き破り、畑の水はけを改善。
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肥料代減らしにはマメ科

ヘアリーベッチ
（品種： まめ助、まめっこなど）

クロタラリア
（ネマキング、コブトリソウなど）セスバニア

（ロストアラータ、田助など）

エンバク
（ヘイオーツ、とちゆたかなど）

ソルゴー
（品種： つちたろう、 

グリーンソルゴーなど）

ギニアグラス
（ナツカゼ、ナツコマキなど）

地力アップにはイネ科
マメ科は根粒菌によるチッソ固定ができるため、
肥料代減らしによい

つる性で、這いつくばったり作物をよじ登っ
たり。果樹園での雑草抑制などが得意。

（12、20、22、37、44、63、67、72、74、77、
97、110、112、114、116、118、122、126）

（カッコ内の数字は掲載ページ）

センチュウ対策には抜群。景観作物とし
ても使える。

（11、20、23、37、44、72、76、110、114）2mほどの高さまで育つ。
根が強く排水・透水性の改
善能力はピカイチ。
　（44、68、98）

●マメ科	 ダイズ （48、60、84、103）	 クリムソンクローバ （72、87、116）
	 白クローバ （71、122）

※もちろん効果は単一ではなく複合的なもの。
　イネ科を肥料代減らしに、マメ科を地力アップに活用している例もある。

寒さに強い。暖地では秋播きが
可能。キタネグサレセンチュウ
への対策などに。

（13、20、22、37、44、54、72、
75、77、101、103、110、112、
114、118、122、132）

大きく育ち、多くの有機物を補給。
風の障壁、バンカープランツなど
にも向く。

（15、18、36、42、54、70、72、74、
76、80、85、95、102、103、110、
114、116）

乾燥などに強い。
サツマイモのセン
チュウ対策や、
除塩作物として。

（92、110）

イネ科は大きく育ち、多くの有機物を補給
することができるため地力（土の総合的な
力）のアップによい 緑肥緑肥のの

種類種類とと効果効果

センチュウ

対策は

おまかせ

冬でも育つ
南国生まれ

でっかい
ソルゴーどん

耕盤破砕のプロ

地面を這いつくばって
覆っちゃう

●イネ科	 ライムギ （9、20、36、43、72、75、84、92、97、98、103、116、126）	
	 オオムギ	（12、54、100）	 イタリアンライグラス	（122）
	 トウモロコシ	（73）

●そのほかの緑肥	 カラシナ（アブラナ科） （97）
	 ダイカンドラ（ヒルガオ科） （71）
	 ダイコン（アブラナ科） （89）
	 チャガラシ（アブラナ科） （88）

※ソルゴーはソルガムの一種になる。ソルガムのうち太く収量のあるものがソルゴーで、細いものはスーダングラス。
※17ページから緑肥の種類ごとの選び方・使い方のポイントを解説

トマト（ナス科） （86）
ナタネ（アブラナ科）	（96）
ヒマワリ（キク科）	（44、73、97）
マリーゴールド（キク科）	（81、88）
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第１章　緑肥の種類と選び方

運搬散布播種

1年後 1年後

　

圃
場
へ
の
堆
肥
施
用
量
が
年
々
減
少
す
る
な
か
で
、

有
機
物
な
ど
を
用
い
た
土
づ
く
り
に
関
心
が
高
ま
っ
て

き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
２
０
０
８
年
の
肥
料
価
格
の
高

騰
以
降
、
減
肥
技
術
の
開
発
も
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

緑
肥
は
施
用
の
労
力
や
輸
送
コ
ス
ト
の
面
で
有
利
な
有

機
物
で
、
古
く
か
ら
作
物
の
肥
料
と
し
て
栽
培
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
今
、
土
づ
く
り
と
減
肥
の
た

め
に
緑
肥
を
活
用
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

下
層
土
ま
で
や
わ
ら
か
く
な
る
、 

透
水
性
も
保
水
性
も
改
善

　

緑
肥
を
す
き
込
む
こ
と
で
、
作
土
に
は
た
く
さ
ん
の

有
機
物
が
供
給
さ
れ
ま
す
。
緑
肥
は
堆
肥
よ
り
も
分
解

し
や
す
い
も
の
の
、
1
年
後
に
土
の
中
に
残
る
有
機

物
の
量
か
ら
判
断
す
る
と
、
た
と
え
ば
草
丈
２
・
２

ｍ
、
地
上
部
の
乾
燥
重
が
１
・
３
ｔ
／
10
ａ
の
ソ
ル
ガ

ム
（
ソ
ル
ゴ
ー
）
な
ら
、
牛
糞
堆
肥
１
・
４
ｔ
／
10
ａ

を
す
き
込
ん
だ
の
と
同
じ
効
果
を
期
待
で
き
ま
す
（
図

1
）。
緑
肥
の
導
入
に
よ
っ
て
土
壌
中
の
有
機
物
が
増

え
る
と
、
団
粒
が
形
成
さ
れ
、
作
土
が
や
わ
ら
か
く
な

っ
た
り
、
保
水
性
や
透
水
性
が
良
好
に
な
っ
た
り
し
ま

す
。

　

緑
肥
の
根
は
深
さ
約
１
ｍ
ま
で
伸
び
る
こ
と
も
多
い

た
め
、
地
上
部
が
す
き
込
ま
れ
る
作
土
（
表
層
の
十
数

㎝
）
だ
け
で
な
く
、
よ
り
深
い
土
（
下
層
土
）
に
も
影

響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
通
常
、
下
層
ま
で
耕
し
た
り
、
下

層
土
に
有
機
物
を
入
れ
た
り
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

が
、
緑
肥
の
根
の
働
き
で
、
下
層
土
を
や
わ
ら
か
く
し

た
り
、
水
は
け
を
よ
く
し
た
り
す
る
効
果
も
期
待
で
き

ま
す
。

三
要
素
を
減
肥
で
き
る

▼
チ
ッ
ソ

　

マ
メ
科
緑
肥
は
根
に
共
生
す
る
根
粒
菌
の
働
き
で
、

空
気
中
の
チ
ッ
ソ
ガ
ス
を
養
分
と
し
て
利
用
で
き
ま

す
。
マ
メ
科
緑
肥
に
は
多
く
の
チ
ッ
ソ
が
含
ま
れ
、
そ

れ
を
次
の
作
物
に
供
給
で
き
る
た
め
、
減
肥
に
つ
な
が

り
ま
す
。
一
方
、
イ
ネ
科
な
ど
の
緑
肥
に
は
チ
ッ
ソ
固

定
能
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
野
菜
畑
な
ど
で
は
、
収

穫
後
に
無
作
付
け
の
期
間
が
あ
る
と
、
吸
い
残
し
の
チ

ッ
ソ
が
降
雨
で
地
下
深
く
に
流
れ
、
肥
料
と
し
て
使
え

な
く
な
り
ま
す
が
、
収
穫
後
に
イ
ネ
科
緑
肥
な
ど
を
栽

培
す
る
と
、
地
下
に
流
れ
る
チ
ッ
ソ
を
吸
い
上
げ
、
次

の
作
物
に
養
分
と
し
て
供
給
で
き
ま
す
。
こ
の
た
め
、

マ
メ
科
以
外
の
緑
肥
の
あ
と
で
も
チ
ッ
ソ
施
肥
を
減
ら

せ
ま
す
。

▼
カ
リ

　

カ
リ
も
雨
が
降
る
と
地
下
深
く
に
流
れ
て
し
ま
い
ま

す
が
、
緑
肥
を
栽
培
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
を
吸
い
上
げ
、

次
の
作
物
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
特
に
イ

ネ
科
緑
肥
な
ど
で
は
、
す
き
込
み
後
に
作
土
の
交
換
性

カ
リ
が
高
ま
り
、
多
く
の
カ
リ
減
肥
が
可
能
に
な
り
ま

す
。

▼
リ
ン
酸

　

リ
ン
酸
は
チ
ッ
ソ
や
カ
リ
と
異
な
り
、
地
下
深
く
に

流
れ
に
く
い
た
め
、
こ
れ
を
吸
い
上
げ
る
方
法
で
は
減

肥
で
き
ま
せ
ん
。
た
だ
、
緑
肥
に
含
ま
れ
る
リ
ン
酸
が

次
の
作
物
に
利
用
さ
れ
、
ま
た
、
緑
肥
を
す
き
込
む
と

作
物
の
リ
ン
酸
吸
収
を
助
け
る
様
々
な
土
壌
微
生
物
が

増
え
る
の
で
、
リ
ン
酸
施
肥
も
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま

す
。緑

肥
利
用
の
ポ
イ
ン
ト
と
注
意
点

　

一
般
に
緑
肥
の
肥
料
効
果
は
、
チ
ッ
ソ
濃
度
が
高
く

分
解
し
や
す
い
ほ
ど
顕
著
な
た
め
、
イ
ネ
科
よ
り
マ
メ

科
で
高
く
、
す
き
込
み
時
期
が
早
い
ほ
ど
（
若
い
時
期

に
す
き
込
む
ほ
ど
）、
高
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
（
20
ペ

ー
ジ
図
2
）。

　

一
方
、
土
づ
く
り
に
役
立
つ
有
機
物
蓄
積
効
果
は
マ

メ
科
よ
り
イ
ネ
科
で
大
き
く
、
す
き
込
み
時
期
が
遅

緑
肥
の
選
び
方
、
す
き
込
む
タ
イ
ミ
ン
グ

●
唐
澤
敏
彦

図1　�すき込み1年後に炭素150㎏相当の有機物を�
土壌に蓄積させるために必要な牛糞堆肥と緑肥の量

土壌に混ぜた緑肥や堆肥の分解率から、それぞれの有機物蓄積効果を推定

牛糞堆肥
1.4t/10a

牛糞堆肥
現物1.4t/10a 

（乾物0.8t/10a）

緑肥種子
5㎏ /10a

緑肥（ソルガム）
地上部乾物
1.3t/10a

同等
炭素150㎏ /10aの有機物（土に蓄積）

炭素分解率
48%

炭素150㎏ /10aの有機物（土に蓄積）

炭素分解率
77%
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第１章　緑肥の種類と選び方

カネコ種苗の緑肥品種一覧

品種名 作物名 科

緑肥タイプ センチュウ対策 緑肥の効果 緑肥の効果

播種期
（月旬）

すき込み時期
（草丈） 特　性

休
閑

短
期
休
閑

後
作

間
作

越
冬

ハ
ウ
ス

サ
ツ
マ
イ
モ
ネ
コ
ブ

キ
タ
ネ
コ
ブ

キ
タ
ネ
グ
サ
レ

ダ
イ
ズ
シ
ス
ト

有
機
物
の
補
給

チ
ッ
ソ
固
定

透
水
性
改
善

塩
類
除
去

土
壌
保
全

防
風
、隔
離
作
物

景
観
美
化

クリーン ライムギ イネ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ◎ ○ ○ 9上〜 11中 翌3下〜 5中 耐寒性、耐雪性に優れた極早生品種

ダッシュ ライムギ イネ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ 3上〜 4中 
9中〜 11中

5上〜 5中 
11中〜翌4中 超極早生。低温伸張性に優れ、アブラナ科根こぶ病の低減効果

ライダックスE ライコムギ イネ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ 9上〜 11中 翌3中〜 5中 耐寒性に優れ、乾物生産量が多い。敷きワラ利用に

ニューオーツ 
ソイルセイバー

アウェナストリゴサ 
（エンバク野生種） イネ ○ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ○ ○ ◎

3下〜 5中 
8下〜 9中 
10中〜 11上

6上〜 7中 
10中〜 11下 
翌春

アブラナ科根こぶ病の低減。キスジノミハムシの被害軽減

ヒットマン エンバク イネ ○ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ○ ○ ◎ ○
3下〜 5中 
9上〜 9中 
10中〜 11上

5中〜 7中 
11上〜 12中 
翌春

秋播きしても年内出穂せず、種子落下の心配がない

てまいらず オオムギ イネ ○ ◎ ○ ◎ ○ ○ ○ ◎ ○ ◎ 4中〜 6上 立ち枯れ後 
すき込み

リビングマルチ大麦。草丈30 〜 50㎝程度で自然に枯れて敷きワラ状
になる。家庭菜園にも

スダックス緑肥用 ソルゴー イネ ◎ ◎ ○ ◎ ○ ○ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ 4中〜 8上 7上〜 10下 根が深く入り、耕盤を破砕

ファインソルゴー ソルゴー イネ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ 5 〜 8 7 〜 8 耕盤破砕。黒斑細菌病耐病性

ミニソルゴー ソルゴー イネ ○ ◎ ○ ◎ ○ ○ ◎ ◎ 4中〜 8上 7上〜 10下 草丈1.2 〜 1.5ｍ、倒伏に強い。防風等

ロールキング スーダングラス イネ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ 4中〜 8上 7上〜 10下 極晩生。草丈3 〜 4ｍ、防風・障壁効果

まめっこ ヘアリーベッチ マメ ◎ ○ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ 9上〜 11上 翌5中〜 6下 アレロパシー効果で雑草抑制。耐寒性

シストル クリムソンクローバ マメ ◎ ○ ○ ◎ ○ ◎ ○ ◎ ◎ 4下〜 5中 
9上〜 11上

6中〜 7上 
翌5中〜 6下 チッソ固定、地力増進

クロタラリア クロタラリア 
（ジュンセア） マメ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ 4中〜 8上 7上〜 10下 地力増進効果

ネマクリーン クロタラリア 
（スペクタビリス） マメ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ 5中〜 7下 8上〜 10中 根が土中深くまで入り、耕盤破砕

エビスグサ エビスグサ マメ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ 6上〜 7中 8上〜 9中 
（1 〜 1.5m） アウェナストリゴサが適さない夏季のセンチュウ対策に

セスバニア 
ロストアラータ セスバニア マメ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ 6上〜 7中 8上〜 9下 耕盤破砕能力が高い。草丈3 〜 4ｍ、耐湿性にも優れる

地力 シロカラシ アブラナ ○ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ 10下〜 11下 翌春開花期 短期輪作にも利用可。揮発性抗菌物質が土壌病菌低下に効果

フィールドキーパー マリーゴールド キク ◎ ◎ ○ ○ ◎ ◎ ○ ◎ 4中〜 6中 7上〜 11中 生育旺盛で雑草競合に強い。開花時期は遅い

セントール マリーゴールド キク ◎ ◎ ○ ○ ◎ ○ ○ ◎ 4中〜 6中 7上〜 11中 草丈が低く、すき込みやすい

めぐみ ハゼリソウ ハゼリソウ ◎ ◎ ◎ ◎ 10中〜 11中 翌春開花後 花は薄紫。茎葉がやわらかくすき込みやすい

品種別、緑肥の効果一覧
緑肥は作物ごとに多くの品種があり、効果もいろいろある。たとえば同じエンバクの緑肥でも、品種によって
サツマイモネコブセンチュウに効果があったりなかったりする。現在市販されている主な緑肥用品種を一覧に
する（北海道専用品種を除く）。困っているセンチュウや病気、目的に合わせて緑肥選びの参考にしてほしいーー。

＊2023年2月時点での情報です。

メーカー横断
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第２章　作付け前の緑肥で地力がわかる

若
い
ス
タ
ッ
フ
に
有
機
農
業
を
教
え
る
場
と

し
て
６
年
前
に
開
設
し
ま
し
た
。
ス
タ
ー
ト

は
１
・
５
ha
で
現
在
は
５
・
２
ha
。

　

私
は
過
去
の
苦
い
経
験
か
ら
、
借
り
た
畑

で
は
す
ぐ
に
作
物
を
栽
培
し
ま
せ
ん
。
土
壌

分
析
も
し
ま
す
が
、
そ
れ
は
参
考
程
度
。
ま

ず
は
１
年
ほ
ど
緑
肥
で
様
子
を
見
て
か
ら
、

つ
く
る
野
菜
を
決
め
て
い
ま
す
。

　

最
初
は
生
育
の
早
い
ヘ
イ
オ
ー
ツ
で
す
。

こ
れ
で
畑
の
お
お
よ
そ
の
状
態
が
わ
か
り
ま

す
。
ヘ
イ
オ
ー
ツ
の
生
育
が
思
わ
し
く
な
け

れ
ば
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
土
の
物
理
性
に

問
題
が
あ
り
ま
す
。
次
に
根
が
深
く
張
る
ソ

ル
ゴ
ー
を
栽
培
し
て
水
は
け
を
改
善
し
ま
す
。

物
理
性
の
悪
さ
が
深
刻
な
ら
、
サ
ブ
ソ
イ
ラ

で
耕
盤
を
破
砕
し
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
効
果

が
な
け
れ
ば
、
バ
ッ
ク
ホ
ー
で
明
渠
や
暗

渠
を
掘
り
ま
す
。
ど
ん
な
農
地
で
あ
っ
て
も
、

物
理
性
の
改
善
が
最
重
要
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　

緑
肥
の
葉
が
黄
ば
む
な
ど
、
微
生
物
バ
ラ

ン
ス
や
肥
料
分
に
問
題
が
あ
る
と
判
断
し
た

場
合
は
、
収
穫
残
渣
や
食
品
残
渣
を
材
料
と

し
た
植
物
性
の
完
熟
堆
肥
を
多
め
に
投
入

（
10
ａ
３
～
４
ｔ
）。
肥
料
分
が
ほ
と
ん
ど
な

い
堆
肥
で
も
、
微
生
物
が
十
分
に
い
る
も
の

で
あ
れ
ば
、
土
中
の
有
機
物
を
可
給
態
チ
ッ

ソ
に
変
え
て
く
れ
る
の
で
す
。

畑
の
良
し
悪
し
が
わ
か
ら
な
か
っ
た

　

農
業
へ
の
関
わ
り
は
25
年
前
の
１
９
９
７

年
、
和
食
レ
ス
ト
ラ
ン
「
濱
町
」
や
郷
土
料

理
店
「
北
海
道
」
な
ど
の
外
食
企
業
を
経
営

す
る
傍
ら
、
群
馬
県
倉
渕
村
（
現
、
高
崎
市
）

に
山
林
５
ha
を
開
墾
造
成
し
て
農
場
を
開
設

し
た
の
が
始
ま
り
で
す
。
店
舗
で
使
う
有
機

野
菜
を
自
社
農
場
で
つ
く
り
た
い
。
社
員
教

育
の
一
環
と
し
て
、
野
菜
の
知
識
を
深
め
た

い
。
そ
ん
な
思
い
を
持
っ
て
、
農
家
の
友
人

た
ち
の
協
力
で
実
現
し
た
農
場
で
す
。

　

そ
の
後
ワ
タ
ミ
㈱
に
呼
ば
れ
て
、
居
食
屋

「
和
民
」
な
ど
で
使
う
食
材
を
生
産
す
る
ワ

タ
ミ
フ
ァ
ー
ム
を
創
業
。
最
初
は
有
機
農
業

の
仲
間
が
多
い
千
葉
県
山
武
市
で
野
菜
を
つ

く
り
始
め
ま
し
た
。
こ
こ
は
有
機
農
家
た
ち

が
貸
し
て
く
れ
た
「
い
い
畑
」
で
し
た
。

思
い
ま
す
。

新
規
就
農
者
に
は
緑
肥
が
お
す
す
め

　

新
規
就
農
者
は
い
い
畑
に
な
か
な
か
恵
ま

れ
ま
せ
ん
。
私
も
そ
う
で
す
が
、
耕
作
放
棄

地
や
化
学
肥
料
で
疲
弊
し
た
畑
し
か
借
り
ら

れ
な
い
場
合
も
多
い
よ
う
で
す
。
そ
う
い
う

人
に
は
緑
肥
が
お
す
す
め
で
す
。

　

緑
肥
栽
培
は
野
菜
づ
く
り
に
比
べ
れ
ば
簡

単
で
、
誰
で
も
畑
の
良
し
悪
し
が
わ
か
り
ま

す
。
そ
し
て
、
有
機
農
業
に
欠
か
せ
な
い
有

機
物
の
補
給
と
い
っ
た
観
点
で
も
、
緑
肥
は

非
常
に
重
要
で
す
。

　

ま
た
、
緑
肥
を
栽
培
し
て
お
け
ば
、
雑
草

対
策
に
も
な
り
ま
す
。
緑
肥
は
生
長
が
早
い

た
め
、
雑
草
が
日
陰
に
な
る
の
で
す
。
ヘ
ア

リ
ー
ベ
ッ
チ
に
至
っ
て
は
、
ア
レ
ロ
パ
シ
ー

効
果
（
他
感
作
用
）
で
雑
草
を
抑
制
し
ま
す
。

　

緑
肥
の
経
費
は
種
類
に
も
よ
り
ま
す
が
、

タ
ネ
代
が
１
㎏
５
０
０
～
８
０
０
円
と
し
て
、

１
ha
播
種
し
て
も
２
万
～
３
万
円
（
播
種
量

は
10
ａ
３
～
４
㎏
）。
肥
料
代
を
考
え
れ
ば

安
い
も
の
で
す
。

最
初
は
生
育
の
早
い
ヘ
イ
オ
ー
ツ

次
に
根
が
深
く
張
る
ソ
ル
ゴ
ー

　

今
の
農
場
は
ワ
タ
ミ
を
退
職
し
た
あ
と
、

　

そ
し
て
、
農
場
の
全
国
展
開
。
有
機
農
業

の
仲
間
か
ら
借
り
た
農
地
は
普
通
に
野
菜
が

で
き
ま
し
た
が
、
行
政
の
誘
致
で
借
り
た
農

地
は
よ
さ
そ
う
に
見
え
る
も
の
の
、
作
付
け

し
て
み
る
と
作
物
が
ま
と
も
に
育
ち
ま
せ
ん
。

農
地
で
は
作
物
が
で
き
て
当
た
り
前
、
ま
さ

か
野
菜
が
育
た
な
い
と
は
考
え
て
も
い
ま
せ

ん
で
し
た
。
当
時
の
私
に
は
、
土
壌
の
良
し

悪
し
を
判
断
す
る
力
が
備
わ
っ
て
い
な
か
っ

た
の
で
す
。

　

畑
の
状
態
を
う
わ
べ
だ
け
で
判
断
し
て
ス

タ
ー
ト
し
、
作
付
け
し
て
か
ら
土
の
悪
さ
に

気
が
つ
き
、
大
き
な
赤
字
を
出
し
た
農
場
も

複
数
あ
り
ま
す
。
野
菜
が
で
き
な
い
農
地
の

土
づ
く
り
に
は
５
年
、
10
年
単
位
の
時
間
と

経
費
が
か
か
り
ま
す
。
当
時
、
今
の
よ
う
に

緑
肥
で
地
力
を
診
断
す
る
技
術
を
身
に
付
け

て
い
た
ら
、
も
う
少
し
赤
字
は
減
ら
せ
た
と

育
ち
具
合
で
土
の
状
態
が
わ
か
る

借
り
た
畑
、
作
付
け
前
に
は

ま
ず
緑
肥

千
葉
●
武
内 

智

3月上旬、手前は緑肥のライムギ、奥はケール。前年は畑を休ませ、ライムギとソルゴー
をすき込んでいるので、どちらも生育がよい（倉持正実撮影、以下K）

筆者（70歳）。㈱シェアガーデンの
代表で、社員3人と有機野菜をつくる
（K）

借りたばかりの畑にヘイオーツ。4月に播種、6月の状態。
生育が早いのですぐに土の状態がわかる

ゴボウのウネ間にヘアリーベッチ。雑草を抑える
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第３章　地力を高める＆肥料代を減らす

筆者と、開墾1年目の圃場のソルゴー「つちたろう」（雪印）。極晩生で、
草丈３mまで育っても出穂しない（依田賢吾撮影、以下Yも）

有
機
物
還
元
に
は
イ
ネ
科
緑
肥

　

こ
ん
に
ち
は
、
内
田
達
也
で
す
。
神
奈
川

県
平
塚
市
と
大
磯
町
で
、
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
農

場
の
㈱
い
か
す
を
営
ん
で
い
ま
す
。
現
在

６
・
５
ha
ほ
ぼ
す
べ
て
の
畑
で
、
夏
場
は
ソ

ル
ゴ
ー
、
春
や
秋
冬
は
エ
ン
バ
ク
と
い
う
よ

う
に
イ
ネ
科
の
緑
肥
を
使
っ
て
ナ
ス
や
ニ
ン

ジ
ン
な
ど
の
多
品
目
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

　

新
規
就
農
者
に
と
っ
て
、
地
域
の
優
良
農

地
を
借
り
ら
れ
る
こ
と
は
稀
で
、
基
本
は
条

件
の
悪
い
耕
作
放
棄
地
な
ど
が
多
く
な
り
ま

す
。
僕
た
ち
が
平
塚
市
で
農
業
に
参
入
し
た

際
も
、
10
年
近
く
放
置
さ
れ
た
畑
１
ha
の
開

墾
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
う
し
た
土
地
の

土
壌
を
最
短
で
育
て
、
生
産
を
安
定
さ
せ

て
、
収
益
を
上
げ
る
た
め
に
欠
か
せ
な
い
の

が
、
緑
肥
で
す
。

　

よ
く
、「
こ
こ
は
い
い
土
だ
な
～
」
と
か

イ
ネ
科
で
物
理
性
と
生
物
性
ア
ッ
プ

ア
ッ
プ

無
施
肥
栽
培
も

神
奈
川
●
内
田
達
也

言
い
ま
す
が
、
よ
い
土
壌
と
は

地
力
が
高
い
土
壌
の
こ
と
で
あ

り
、
地
力
と
は
「
総
合
的
な
土

壌
の
生
産
力
」
と
定
義
さ
れ
て

い
ま
す
。
物
理
性
、
生
物
性
、

化
学
性
の
三
要
素
が
い
ず
れ
も

良
好
な
土
壌
が
地
力
の
高
い
土

と
い
え
ま
す（
57
ペ
ー
ジ
図
表
）。

　

僕
た
ち
の
場
合
、
こ
の
三
要

素
の
う
ち
物
理
性
と
生
物
性
は
、

主
に
緑
肥
と
堆
肥
で
改
善
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
使
っ
て
い
る
緑
肥
は
、
主
に
イ
ネ
科

の
仲
間
で
す
。
春
夏
は
エ
ン
バ
ク
、
ソ
ル
ゴ

ー
、
大
麦
、
秋
冬
に
は
エ
ン
バ
ク
、
ラ
イ
ム

ギ
が
中
心
に
な
り
ま
す
。

　

以
前
は
マ
メ
科
緑
肥
も
使
っ
て
い
ま
し
た

が
、
チ
ッ
ソ
の
供
給
目
的
な
ら
、
地
域
内
で

良
質
な
堆
肥
や
有
機
質
肥
料
が
手
に
入
り
ま

す
。
そ
れ
に
、
イ
ネ
科
緑
肥
の
ほ
う
が
有
機

物
を
土
壌
に
多
く
還
元
で
き
る
た
め
、
物
理

性
や
生
物
性
を
早
く
改
善
で
き
、
う
ま
く
使

う
と
マ
メ
科
緑
肥
よ
り
も
食
味
が
向
上
す
る

気
が
し
ま
す
。

ソ
ル
ゴ
ー
の
有
無
で
比
較
実
験

　

長
年
使
っ
て
い
る
緑
肥
で
す
が
、
最
近
に

な
っ
て
物
理
性
の
改
善
効
果
が
目
に
見
え
て

わ
か
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。

　

３
年
前
、
そ
れ
ま
で
長
い
間
作
付
け
せ
ず
、

草
が
生
え
る
前
に
耕
起
、
生
え
る
前
に
耕
起

…
…
と
い
う
管
理
を
繰
り
返
し
て
い
た
畑
を

借
り
ま
し
た
。
有
機
物
の
還
元
が
な
い
た
め

に
土
壌
の
単
粒
化
が
進
み
、
非
常
に
か
た
く

締
ま
っ
て
、
土
壌
診
断
の
た
め
に
表
層
10
㎝

を
採
土
す
る
の
も
苦
労
す
る
と
い
う
有
様
で

し
た
。

　

緑
肥
の
効
果
実
証
に
は
ち
ょ
う
ど
い
い
と

考
え
、
大
学
の
研
究
者
に
協
力
し
て
い
た
だ

き
、
比
較
試
験
を
実
施
し
ま
し
た
。
全
面
に

植
物
性
の
堆
肥
を
散
布
し
た
あ
と
、
ソ
ル
ゴ

ー
を
２
・
５
～
３
ｍ
ま
で
育
て
て
８
月
に
す

き
込
み
、
９
月
に
ダ
イ
コ
ン
を
播
種
。
圃
場

の
一
部
に
ソ
ル
ゴ
ー
を
作
付
け
な
い
区
画
も

作
り
、
作
付
け
の
有
無
で
土
壌
断
面
や
収
量

を
比
較
し
ま
し
た
。

地
下
80
㎝
に 

ダ
イ
コ
ン
の
根
っ
こ
！

　

作
付
け
区
で
は
、
そ
れ
ま
で
か
た
か
っ
た

土
壌
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ダ
イ
コ
ン
「
耐
病

総
太
り
」
な
ど
が
大
き
く
育
ち
、
根
長
も
長

い
も
の
が
と
れ
ま
し
た
。
対
照
的
に
、
作
付

け
な
し
区
の
ダ
イ
コ
ン
は
、
地
上
部
が
小
さ

く
根
長
も
短
く
、
売
り
も
の
に
な
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

ダイコン畑での実験
同じ畑の中に、ソルゴーの作付け区と作付けなし区を設けて比較した。

ソルゴー作付けなし区

ソルゴー作付け区

ダイコン収穫後の5月。カチコチで踏
み込めない（写真・倉持正実、下も）

土がやわらかく、グッと踏
み込むと土が沈む

地下80㎝にあった土塊。ソルゴーの根がつくった
穴を通り、ダイコンの根が伸びている

ダイコンの根

ソルゴーの根 カチコチ

やわらかい

ソルゴー
作付けなし区

ソルゴー
作付け区

ダイコン

ダイコン ソルゴーの根80㎝


